
　
六
月
四
日

　
昨
夜
は
二
十
四
時
過
迄
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
予
選
日
本
×
バ
ー

レ
ー
ン
戦
を
Ｔ
Ｖ
で
観
て
や
ろ
う
と
起
き
て
い
た
が
、
寝
て
し
ま
っ
た
。
七

時
起
床
。
ど
う
や
ら
、
サ
ッ
カ
ー
は
勝
っ
た
よ
う
だ
。

　
九
時
四
十
分
研
究
室
。
十
時
Ｓ
邸
打
合
せ
。
Ｓ
氏
御
夫
妻
、
幸
和
建
設
社

長
、
担
当
の
息
子
さ
ん
。
十
二
時
過
迄
。
そ
の
後
、
渡
辺
君
か
ら
九
州
Ｏ
邸

の
報
告
、
説
明
を
聞
き
、
昼
食
ミ
ル
ク
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
喰
べ
、
発
つ
。

今
、
十
五
時
過
羽
田
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
Ａ
Ｎ
Ａ
２
５
９
便
を
待
つ
。
Ｏ
邸

は
電
気
住
宅
と
で
も
呼
び
た
い
モ
ノ
で
、
ソ
ー
ラ
ー
、
空
調
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
他
、
電
気
設
備
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
電
気
装
置
住
宅
だ
。
装
置
性
と
デ

ザ
イ
ン
を
融
合
す
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
。
今
、
建
設
中
の
二
軒
の
住
宅
共

に
屋
根
が
架
け
ら
れ
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
箱
ス
タ
イ
ル
か
ら
抜
け
出
し
て
い

る
。
Ｏ
邸
は
太
陽
光
発
電
を
旨
と
し
た
屋
根
の
形
、
Ｓ
邸
は
少
し
小
型
の
住

宅
な
の
で
、
空
間
の
つ
な
が
り
に
意
を
配
っ
た
。
三
仏
寺
投
入
堂
の
架
構
を

双
方
共
に
下
敷
き
に
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
Ｏ
邸
に
は
不
向
き
な
よ
う
で
中

止
、
Ｓ
邸
で
は
試
み
る
つ
も
り
だ
。
岡
山
県
建
部
町
国
際
交
流
館
の
屋
根
と

架
構
が
自
分
の
中
で
進
化
し
て
い
る
の
を
感
じ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
現
場
の

つ
め
が
勝
負
だ
。
体
調
も
良
く
な
っ
て
き
た
の
で
全
力
を
尽
く
し
て
み
よ
う
。

色
使
い
に
留
意
の
事
。
色
が
大
事
だ
な
。
十
七
時
四
十
五
分
福
岡
空
港
着
。

Ｏ
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
、
す
ぐ
に
キ
ッ
チ
ン
の
打
合
わ
せ
に
。
十
九
時
頃

修
了
。
近
く
の
京
懐
石
料
理
屋
で
夕
食
。
Ｏ
さ
ん
の
御
主
人
も
参
加
し
て
楽

し
い
、
し
か
も
仲
々
意
味
の
あ
る
会
食
と
な
っ
た
。
二
十
一
時
過
Ｋ
Ｋ
Ｒ
博

多
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。
す
ぐ
に
休
む
。

　
六
月
五
日
　
日
曜
日

　
八
時
前
起
床
。
昨
夜
は
久
し
振
り
に
夢
を
み
た
。
変
な
夢
だ
っ
た
。
中
国

北
京
の
計
画
で
私
が
何
故
か
オ
ー
チ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
販
売
代
理
人
に
な

っ
て
Ｋ
オ
ー
ナ
ー
に
売
り
込
ん
で
い
る
。
昨
夜
の
Ｏ
さ
ん
、
友
人
の
竹
中
工

務
店
の
Ａ
さ
ん
清
水
建
設
Ｏ
氏
も
い
る
。
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
て
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
三
百
メ
ー
タ
ー
ク
ラ
ス
の
も
の
が
二
〇
台
売
れ
て
し
ま
っ
た
。

李
祖
原
ま
で
登
場
し
て
し
ま
っ
た
。
変
な
夢
だ
。
何
故
私
が
オ
ー
チ
ス
Ｅ
Ｌ

Ｖ
の
セ
ー
ル
ス
し
て
い
た
の
か
よ
り
も
二
〇
台
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
売
れ
て

し
ま
っ
た
の
が
、
変
だ
ね
、
コ
レ
ワ
。
九
時
前
下
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
和
食
。

十
時
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に
Ｏ
氏
夫
妻
。
近
く
の
Ｏ
邸
現
場
へ
。
今
日
は
地
鎮
祭

な
の
だ
。
式
前
に
竹
内
土
建
ス
タ
ッ
フ
と
諸
々
の
打
合
わ
せ
。
陽
差
し
き
つ

し
。
竹
内
土
建
社
長
他
に
会
う
。
Ｏ
邸
担
当
の
棟
梁
に
も
会
え
た
。
十
時
半

よ
り
地
鎮
祭
。
修
了
後
竹
内
土
建
と
打
合
わ
せ
続
行
。
昼
は
Ｏ
氏
夫
妻
と
。

Ｏ
氏
は
気
鋭
の
九
州
経
済
界
の
人
材
だ
が
、
ま
だ
Ｏ
氏
の
世
界
を
充
分
に
知

っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
こ
の
建
設
不
況
の
中
収
益
を
増
大
さ
せ
、
二
百
億

円
近
く
の
売
り
上
げ
ま
で
延
ば
し
た
力
が
あ
る
。
将
来
は
色
ん
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
福
岡
空
港
ま
で
送
っ
て
も
ら
い
、
沖
縄
熟
成
古

酒
泡
盛
飲
み
始
め
る
。
十
九
時
前
浜
松
町
か
ら
山
手
線
で
新
宿
に
向
か
っ
て

い
る
。
暑
い
。
烏
山
宗
柳
で
夕
食
の
ソ
バ
。
世
田
谷
村
に
戻
る
。
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世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武


